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事故事例 ：さん（男性７９歳）は、船外機付きのボートに１人で乗船し、魚釣りに出かけました

が、夕方になっても帰らず、家族が心配して海保に１１８番通報しました。

捜索の結果、夜間に船は無人で発見されましたが、：さんは２日後、

遺体となって発見されるという悲しい結果となってしまいました。なお、

船は、船外機がチルトアップ（海面上に跳ね上げること）され、錨が垂

れ下がった状態だったので、揚錨作業中の事故であったと推定され

るところですが、：さんの転落原因については、はっきりしたことは判

明していません。  

教 訓 ：さんは、ライフジャケットを着け、携帯電話も持って出か

けられており、家族からも１１８番通報があったことから、日頃から当庁

が推進する３つのポイントをほ

ぼ守って釣りを楽しまれてい

たものと思います。それなの

に今回は残念な結果になって

しまいました。同じような事故を繰り返さないために次の

ことについても励行願います。 

 

携帯電話は水没を防ぐための工夫を！ 携帯電話の

電源が入っていて電波の届く場所であれば、たとえ所有
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船舶事故隻数 海浜事故者数 

海難種類 ２月 累計 レジャー種類 ２月 累計 

衝  突 ２ ２ 釣り中   ３ 

機関故障  ３ ２月のマリンレジャーに伴う 

海浜事故の発生はありません

でした。 
乗 揚 げ  １ 

運航阻害 ２ ３ 
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降下訓練実施中の福岡航空

基地機動救難士です。事案に

いつでも対応できるように各

種訓練に励んでいます。 
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者が電話に出なくても、おおよその位置を調べることができます。今回の場合は、携帯電話が

水没してしまったため、事故者の位置を検索することもできず、捜索海域が広範囲となってしま

いました。マリンレジャーで使用する携帯電話は防水型にするか、防水パックに入れるなどして、

海中転落時にも使用が可能な状態にしておきましょう。 

複数人での行動 １人でいくら注意をしていても洋上では何が起こるか分りません。２人以上

いればなんでもないような出来事も、１人では何もできずに大事に至ることがあります。特に高

齢の方や持病のある方は１人で出かけずに複数での活動を心がけて下さい。 

舷側に落水したときのための梯子
は し ご

を設置  

落水して服が重たくなった状態で船に上がるの

は思った以上に困難なものです。船の舷側に常

に梯子を据え付けておけば、誤って海中転落した

場合も簡単に船に戻ることができます。今回は最

終ページに「自船復帰補助ロープ」（手作り縄梯

子）の作り方を紹介しています。大事なポイントは、

梯子の一番下の段を海面下の足が掛けやすいと

ころまでの長さにしておくことです。 

 

うっかりが招いた事例 
（以下に紹介する事例は、大事故には至らなかったヒヤリハットです。） 
《プレジャーボート等》 

◎揚錨時に、機関を使って根がかりした錨を外そうとしたところ、急に船が旋回  

しバランスを崩して海中転落した。 

◎船からいかだに乗り移ったが、もやいがひとりでに解け、船が漂流して帰れなくな  

くなった。 

◎エンジンを止め電動リールを使って釣りをしていたところ、バッテリーが上がって

機関が起動できなくなってしまった。 

◎エンジンルームをきれいにしようと、スプレー式の洗浄剤を吹き付けたが、換気をしないまま

エンジンを起動したところ、エンジンルームが爆発した。 

◎水上オートバイで浮き輪を引いて遊んでいたところ、ロープを吸い込み航行丌能となった。 

《磯遊び・釣り》 

◎高年齢者が、しゃがんで貝を採っていたが、急に立ち上がったところ立ち眩みがして倒れた。 

◎ゴムボートで遊ぼうとボートを海面に出したところ、乗る前にボートだけが風潮流により沖に

流されてしまった。そのままにしていたところ、海中転落事故と間違われ大騒ぎとなった。 

◎磯から手漕ぎｺﾞﾑﾎﾞｰﾄに乗ろうとしたが、先に係留索が解けて船が流出。腰まで海に入り

ようやく船を確保したが、オールが流出していたため帰れなくなった。 

◎海上が時化ている時にこそよく釣れるということで、スズキを釣りに行ったが、風にあおられ

転んで海中転落した。 

◎ライフジャケットを家に忘れたが、取りに帰るのが面倒で、そのまま釣りに行き、岩場で転ん

で海中転落した。 

◎干潮時に、岩を伝って陸岸から離れた岩場で釣りをしていたら、潮が満ちて帰れなくなった。 

※ヒヤリハットとは、重大な災害や事故には至らないものの、直結してもおかしくない一歩手前

の事例の発見をいいます。文字どおり、「突発的な事象やミスにヒヤリとしたり、ハッとしたりす

るもの」です。 



「自船復帰補助ロープ」作成要領
門司海上保安部航行安全課作成

② 

滑り止め 
こぶ 
 
 

滑り止めこぶ 

②と同数のこぶ 

緩み防止 
結び目 

中間位置 

輪の内 

後は輪の外 ロープの中間位置を決めます。 

中間位置を基点に20ｃｍ程度の 

輪を作り、先端Aを輪に通し、そ

の後は、輪に巻きつけていきま

先端Ａ（輪を作った側の先端） 

１０～１２こぶ 

輪を通した後に引っ張る 

先端Ａ 

先端B 

10～12回巻きつけたら、先端Aを輪に通し、反対
側の先端B引きます。きつく引っ張ると「こぶ」が 
綺麗に揃います。 

先端B 先端A 

Aのロープに滑り
止めの「こぶ」を
作ります。 

（20ｃｍ位） 

「こぶ」の上に先端
Bを巻きつけます。 

① ② 

ロープBで 
四角を作る 
イメージで 

滑り止めの「こぶ」の上にロープBを固定
します。 

③ ④ 

先端B 

ロープBの先端

をロープB本体

に巻きつけます。 

巻きつける回数は 
②と同じ回数です。 

巻きつけの先端を固定 
します。 先端B 

先端B 

ロープB 
本体 

ロープB 
本体 

巻きつけの先端を固定 
します。 

1段目の完成 

2段目の完成 

しっかり締め付ける 

⑤ ⑥ 

⑦ 3段目が必要
なら③から⑦ 
の繰り返しで 
す。 

完成 


